
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信の裏面に「読売ワークシート通信」を印刷します（随時）。読売ワークシート通信は、

「読売新聞」と英字紙「The Japan News」のニュースから社説・コラムなどのさまざまな記事

に、問題と解答記入欄をつけたワークシート教材で、小中高校の先生に無料で提供されているも

のです。基本的には、毎週水曜日に各学校に配信されます。 

＜写真でビジュアル＞プロが撮った写真は生徒にとって飽きないものになっています。  

＜タイムリーな記事＞今、社会で何が起きているのか。教科書にはない「今」にふれます。  

＜専門家が監修＞ＮＩＥの専門家が監修しています。新聞の活用の仕方を学ぶことに役立ちます。  

＜自分の考えを書く習慣が付く＞意見をみんなで発表し合うための素材にもなります。 

今は、新聞をとっていない家庭が増えていると聞きます。その意味で、身近に触れることができる

情報ということで掲載を決めました。３年生は入試の面接で「最近気になったニュースはあります

か」などと聞かれることも多いです。これを機に、ニュースに関心をもってほしいと思います。 

【監修者からの声「新聞で学ぶ ～「新聞」は社会とつながる生きた教材～」】 

３８年間の教職にあって、授業をはじめ、様々な場面や機会に、新聞を活用してきました。学

校図書館や教室に、複数の全国紙を配置し、新聞との出会いの機会を工夫していくと、生徒た

ちの言葉の力や社会への関心度は次第に高まっていきました。 

「読売ワークシート通信」を授業等で活用していた勤務校で

の出来事です。ある日の放課後、一人の生徒が語りかけてき

ました。手には一枚のワークシート通信をもっています。「女性

が働くのは大変なことなんですね」と言うではありませんか。

そのワークシートの記事は、働く女性について取材をしたもの

でした。ワークシートの設問に答えながら、社会に眼を向け、

考えを深めていく生徒の姿がそこにはありました。女性の社

会進出について、時間を忘れて話をしたことを思い出します。 

  新聞は、子どもたちと社会をつなぐ生きた教材です。社会

の「今」を多角的に切り取り、読みやすく作成した「読売ワーク

シート通信」を入り口に、新聞に親しむことから始めてみませ

んか。生徒の世界は広がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 宿題や課題の内容、予習や復習がどのくらい必要を確認する 

予習に取り組むことは大切ですが、なかなか難しいことです。予習は先生に言われた場合だ

けでなく、授業のペースが早い場合も必要になります。自分が授業中についていけているかも確

認して、きついようであれば予習することも考えてください。小テストをする先生もいますので、テ

ストの時期などについて確認してメモしておきましょう。 

② ノートの取り方を工夫する 

ノートはただ写すだけでなく、先生の話をしっかり聞いて、大切な所をチェックしておいてくださ

い。テストに出る箇所を授業中に言われることもあります。重要な所がすぐ分かるようなノート作

りをしましょう。ノートは「思考の作戦基地」と言われることもあります。（プリントが中心の授業は

プリントのまとめ方を工夫しましょう） 

③ 分からない所はその日のうちに解決する 

その日の授業で分からなかった所は、授業後に先生や友達に聞いて、その日のうちに解決す

るような習慣を付けましょう。しかし、どうしても分からないところにこだわりすぎると、できること

もできなくなります。今できなくても、基本的なこと（漢字や計算、語句を覚えるなど）を繰り返し

ていくうちに分かるようになることもあります。 

④ 授業で使うプリント類は整理しておく 

配られたプリントは教科のファイルにきちんと綴じましょう。指示がないプリント類は、クリアファ

イルに入れたり、ノートに貼ったりするなどして教科ごとに整理しましょう。提出しなければならな

いプリントをなくさないように注意してください。プリントを整理するのに、自分で通し番号を付け

るのもいいと思います。 

⑤ 机やカバンの中は常に整理しておく 

   学習を効果的に行うには、「頭の整理」が必要です。それは、机やカバンの整理と大きくかかわ

っていると思います。プリントや配付物がぐちゃぐちゃになっていませんか。身近なところから整

理整頓を心がけましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

読売ワークシート通信掲載について（学校通信裏面） 

見本 

新学期が始まって＜授業の受け方のポイント（例）＞ 

早いもので、もう５月です。新しい学年での授業には慣れましたか。１年生は小学校と違い、

ペースの速さに驚いた人もいると思います。２・３年生は、勉強の内容も難しくなってきます。

ゴールデンウイークが終わったのを機会に、自分の勉強方法を確認しましょう。 

勉強の基本は授業ですね。漠然と授業を受けているだけでは自分の力を伸ばすことはでき

ません。まず、教科担任の先生の授業の進め方をよく聞いて、どんなことをやらなければなら

ないかをその都度確認することが大切です。 

「学校は勉強するところです」という言葉があります。勉強にはいろいろありますが、そのと

おりだと思います。中学校では、しっかり目標をもち、進路を見据えた勉強に取り組むことが

大切です。定期考査はもちろん、授業中の小テスト、朝自習テストも大事です。 


